
 

        令和 8 年 10 月 7 日 

中 部 地 方 整 備 局 

 

令和８年度 第２回 
防災・減災対策等強化事業推進費が配分されます 

～豪雨災害等への緊急対策に必要な予算を配分～ 

 

国土交通本省において、「防災・減災対策等強化事業推進費」の 

令和８年度 第２回の配分について発表されました。                        

対策件数：８件  配分額：約１４億円（国費） 

 

「防災・減災対策等強化事業推進費」は、自然災害が激甚化・頻発化している状況を踏まえ、国民の安全・安

心の確保をより一層図るため、防災・減災対策の強化を行う公共事業に対して、緊急的かつ機動的に配分す

る予算です。今回配分された予算は、災害を受けた地域の再度災害防止対策及び突発的な事象への緊急的

な対策等が必要となった地域の事前防災対策に活用されます。 

 

○配分事業の概要 

中部地方整備局管内では、別添1 の『執行地区一覧表』のとおり８件の事業を推進します。 

※各事業の詳細については、別添2 の『個票』をご参照下さい。 

※なお、本発表は以下の国土交通省記者発表 

「“防災・減災対策等強化へ” ４５億円配分～豪雨災害等への緊急対策に必要な予算を支援します～

（2026/10/7）」 

を受けて行ったものです。

https://www.mlit.go.jp/kokudoseisaku/kokudoseisaku_tk9_000026.html 
 

○配付先 

中部地方整備局記者クラブ、岐阜県政記者クラブ、静岡県政記者クラブ、三重県政記者クラブ、三重

県第二県政記者クラブ、飯田市記者クラブ、駒ケ根市記者クラブ、伊那記者クラブ 

 

○問合せ先 
【予算関係全般】 企画部 企画課 課長 番場

ば ん ば

 良平
りょうへい

  

  課長補佐 村上
むらかみ

 毅
つよし

 052-953-8127 

【河川関係(1),(2),(3)】 河川部 河川管理課 課長 林
はやし

 昌広
まさひろ

  

  河川保全専門官 川島
かわしま

 和義
かずよし

 052-953-8155 

【道路関係 (4),(5),(6)】 道路部 地域道路課 課長 浅井
あ さ い

 聡
さとし

  

  建設専門官 福岡
ふくおか

 英治
え い じ

 052-953-8170 

【海岸・河川関係 (7),(8)】 河川部 河川計画課 課長 小泉
こいずみ

 陽彦
あきひこ

  

  課長補佐 左近
さ こ ん

 雄
ゆう

 052-953-8148 

※（ ）は、別添１『執行地区一覧表』に記載の（ ）書き番号です。 



【災害対策事業】 【金額単位：千円】

種別

事業費
国費

（配分額）

（1） 河川維持修繕事業
天竜川水系
三峰川

国土交通省 長野県 伊那市美篶芦沢地先 188,000 188,000

（2） 河川維持修繕事業
天竜川水系
天竜川・河野地区

国土交通省 長野県 下伊那郡豊丘村河野地先 150,000 150,000

（3） 河川維持修繕事業
天竜川水系
天竜川・葛島地区

国土交通省 長野県 上伊那郡中川村葛島地先 185,000 185,000

計 3件 523,000 523,000

２．崖崩れ対策

道路（補助）

（4） 道路更新防災等対策事業 一般国道158号 岐阜県 岐阜県 高山市清見町夏厩地先 140,000 70,000

（5） 道路更新防災等対策事業 主要地方道下田松崎線 静岡県 静岡県 賀茂郡松崎町明伏地先 112,000 56,000

（6） 道路更新防災等対策事業 主要地方道御浜紀和線 三重県 三重県 南牟婁郡御浜町大字上野地先 24,000 12,000

計 3件 276,000 138,000

３．波浪対策

海岸（直轄）

（7） 海岸保全施設整備事業 富士海岸蒲原工区 国土交通省 静岡県 静岡市清水区蒲原地先 600,000 600,000

計 1件 600,000 600,000

災害対策事業　計 7件 1,399,000 1,261,000

【事前防災対策事業】 【金額単位：千円】

種別

事業費
国費

（配分額）

（8） 河川改修事業
天竜川水系
太田切川

国土交通省 長野県 駒ヶ根市下平地先 172,500 172,500

計 1件 172,500 172,500

事前防災対策事業　計 1件 172,500 172,500

総　計 8件 1,571,500 1,433,500

１．洪水・浸水対策

河川（直轄）

事業名
事業主体名 施行地

実施計画額

１．洪水・浸水対策

河川（直轄）

令和８年度 第２回 防災・減災対策等強化事業推進費　「執行地区一覧表」

事業主体名
実施計画額

事業名
施行地

別添１



事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

推進費施行区間L=160m

A

A´
三峰川

推進費施行区間L=160m
根継工 L=160m
根固め工 L=160m
仮設工 一式
詳細設計 一式

（１） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

令和８年５月３日からの豪雨により、護岸の損傷が発生した。次期出水に

より護岸基礎部の洗掘が進行し堤防が決壊するおそれがあることから、

推進費を活用して緊急的に護岸補修工を実施し、地域住民の安全・安心を

確保する。

国土交通省

長野県伊那市美篶芦沢地先

188,000

河川維持修繕事業（天竜川水系三峰川）

イナ ミスズアシザワ

188,000

豪雨により被害を受けた箇所に対し、再度災害防止として護岸補修工
を実施する。

テンリュウガワ ミブガワ

【断面図】

【平面図】

【写真①】 【写真②】

長野県

【位置図】 （A-A’断面）

天
竜
川
上
流

（拡大図）
施行箇所

凡 例

推進費施行箇所赤

令和８年５月撮影（被害状況）

計画高水位

根固め工

洗掘ライン

根固めブロック露出

根継工

被災前河岸

沈下

被災水位

埋戻しライン

最深河床

令和８年５月撮影（被害状況）

三峰川

浸水想定範囲（約85ha）
浸水想定戸数（約591戸）

出典：国土地理院ウェブサイト（地理院地図を加工して作成）

別添２



事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

根固めブロック沈下

（２） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

令和８年５月３日からの豪雨により、護岸の損傷が発生した。次期出水に

より護岸基礎部の洗掘が進行し堤防が決壊するおそれがあることから、

推進費を活用して緊急的に護岸補修工を実施し、地域住民の安全・安心を

確保する。

国土交通省

長野県下伊那郡豊丘村河野地先

150,000

河川維持修繕事業（天竜川水系天竜川・河野地区）

シモイナ トヨオカムラ カワノ

150,000

豪雨により被害を受けた箇所に対し、再度災害防止として護岸補修工
を実施する。

テンリュウガワ カワノ

【断面図】

【平面図】

【写真①】 【写真②】

長野県

【位置図】 （A-A’断面）

天
竜
川
上
流

（拡大図）

施行箇所

令和８年５月撮影（被害状況）

天竜川

令和８年５月撮影（被害状況）

豊丘村役場

図書館（避難場所）

保育園

推進費施行区間L=100m
根継工 L=100m
根固め工 L=100m
仮設工 一式
詳細設計 一式

凡 例

推進費施行箇所赤

浸水想定範囲（約129ha）
浸水想定戸数（約243戸）

洗掘ライン

計画高水位

根固め工根固めブロック露出

根継工

被災前河岸

沈下

被災水位

埋戻しライン

最深河床

出典：国土地理院ウェブサイト（地理院地図を加工して作成）



事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

被災前木枠位置

中詰め材流出

被災後の木枠位置

（３） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

令和８年５月３日からの豪雨により、護岸の損傷が発生した。次期出水に

より護岸基礎部の洗掘が進行し堤防が決壊するおそれがあることから、

推進費を活用して緊急的に護岸補修工を実施し、地域住民の安全・安心を

確保する。

国土交通省

長野県上伊那郡中川村葛島地先

185,000

河川維持修繕事業（天竜川水系天竜川・葛島地区）

カミイナ ナカガワムラ カツラシマ

185,000

豪雨により被害を受けた箇所に対し、再度災害防止として護岸補修工
を実施する。

テンリュウガワ カツラシマ

【断面図】

【平面図】

【写真①】 【写真②】

施行箇所

（A-A’断面）

長野県 天
竜
川
上
流

（拡大図）

施行箇所

令和８年５月撮影（被害状況）

【位置図】

令和８年５月撮影（被害状況）

天竜川

推進費施行区間L=120m
根継工 L=120m
根固め工 L=120m
仮設工 一式
詳細設計 一式

工業施設

浸水想定範囲（約24ha）
浸水想定戸数（約16戸）

凡 例

推進費施行箇所赤

被災前河岸

計画高水位

木工沈床被災

洗掘ライン

根固め工

根継工

被災水位

最深河床

埋戻しライン

出典：国土地理院ウェブサイト（地理院地図を加工して作成）



事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

（4） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

令和８年５月３日、降雨の影響により崖崩れが発生した。今後、降雨等に

より、更なる崖崩れが発生し、道路通行に重大な支障を生じるおそれがある

ことから、推進費を活用して緊急的に法面対策工を実施することにより、通

行者の安全・安心を早期に確保する。

岐阜県

岐阜県高山市清見町夏厩地先

140,000

道路更新防災等対策事業（一般国道158号）

タカヤマ キヨミチョウ ナツマヤ

70,000

崖崩れが発生した箇所に対し、再度災害防止として、法面対策工を実
施する。

令和８年４月13日撮影（被災状況） 令和８年４月13日撮影（被災状況）

☐50cm×50cm×50cm

☐50cm×50cm×40cm

☐40cm×40cm×40cm

☐50cm×50cm×50cm

☐30cm×30cm×20cm

☐40cm×50cm×40cm

A-A断面

施行箇所

岐阜県

【位置図】 【横断図】
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吹付法枠(F300) L=877.8m鉄筋挿入 (D19-SD345,L=2.5m) N=253本

ポケット式落石防護網 N=1式 (A=1035m2)

施工区間 L=66.5m

Dep:4.00m
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GH=862.33

転石群(樹脂ネット張)
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Ａ

写真①

写真③

推進費施行区間 L=67m
吹付法枠工 A=860m2、コンクリート吹付工 A=155m2

鉄筋挿入工 N=253本、落石防護工 A=1035m2、仮設工 一式

Ａ

至 岐阜県郡上市

至 岐阜県高山市街一般国道158号

写真②

不安定岩盤

対策を必要とする範囲

不安定岩盤の
一部が崩落

転石の点在

【平面図】

凡 例

推進費施行箇所赤

至 岐阜県郡上市

至 岐阜県高山市街

令和８年５月撮影（被害状況）

不安定岩盤の一部が崩落

【写真①】 令和８年５月撮影（被害状況）

対策を必要とする範囲

至 岐阜県郡上市 至 岐阜県高山市街

不安定岩盤の一部が崩落

不安定岩盤

【写真②】 令和８年５月撮影（被害状況）

すべり面

亀裂発達

【写真③】



事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

（5） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

令和８年４月６日、降雨の影響により崖崩れが発生した。歩道や路肩規制

を早期に解消し、安全な交通を確保する必要があることから、推進費を活用

して緊急的に落石対策工等を実施することにより、通行者の安全・安心を早

期に確保する。

静岡県

静岡県賀茂郡松崎町明伏地先

112,000

道路更新防災等対策事業（主要地方道下田松崎線）

カモ マツザキチョウアケブシ

56,000

崖崩れが発生した箇所に対し、再度災害防止として、落石対策工等を
実施する。

令和８年４月13日撮影（被災状況） 令和８年４月13日撮影（被災状況）

☐50cm×50cm×50cm

☐50cm×50cm×40cm

☐40cm×40cm×40cm

☐50cm×50cm×50cm

☐30cm×30cm×20cm

☐40cm×50cm×40cm

シモダマツザキ

静岡県

施行箇所

【位置図】

ポケット式落石防止網工

ロープ伏工・ロープ掛工

（主）下田松崎線

【断面図A-A´ 】

落石

ロープ掛工 5箇所

ロープ伏工
1箇所

凡 例

推進費施行箇所赤

災害復旧・関連事業（当年度施行）緑

【平面図】

令和８年4月撮影（被害状況）

【写真①】

（主）下田松崎線

至松崎

（寸法約2m×2m×1m、W=6t）

令和８年4月撮影（落石状況）

【写真②】

令和８年4月撮影（法面転石状況）

【写真③】



事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

（6） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

令和８年５月２日、地震の影響により崖崩れが発生した。片側交互通行規

制を早期に解消し、安全な交通を確保する必要があることから、推進費を活

用して緊急的に落石対策工を実施することにより、通行者の安全・安心を早

期に確保する。

三重県

三重県南牟婁郡御浜町大字上野地先

24,000

道路更新防災等対策事業（主要地方道御浜紀和線）

ミナミムロ ミハマチョウ オオアザウエノ

12,000

崖崩れが発生した箇所に対し、再度災害防止として、落石対策工を実
施する。

令和８年４月13日撮影（被災状況） 令和８年４月13日撮影（被災状況）

【位置図】

☐50cm×50cm×50cm

☐50cm×50cm×40cm

☐40cm×40cm×40cm

☐50cm×50cm×50cm

☐30cm×30cm×20cm

☐40cm×50cm×40cm

ミハマキワ

施行箇所

三重県

【断面図A-A´】

【平面図】 災害復旧区間 L＝30ｍ
根固め工 V=30m3
吹付コンクリート工 A=250m2

推進費施行区間 L＝30ｍ

ポケット式落石防護網工 A＝400m2ロープ掛工 １箇所
仮設工 一式
測量設計費 一式、用地費A=60m2

用地買収範囲
←写真③

転石箇所

令和８年５月撮影（被害状況）

【写真①】 【写真②】 【写真③】

凡 例

推進費施行箇所赤

災害復旧・関連事業（当年度施行）緑

買収範囲

仮設工

令和８年５月撮影（被害状況） 令和８年５月撮影（施行箇所状況）



事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

潮位54cm

ブロックが欠損

潮位78cm

推進費施行区間L=200m ※100m×2基
ブロック製作・据付工 N=240個

A

A′

ブロック製作・据付工
N=240個

A（陸側）
A′（海側）

被災前（計画天端高）

約4m

（7） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

令和８年６月３日からの波浪により、ブロック式離岸堤の損傷が発生した。

同様の波浪が襲来することにより離岸堤の損傷が進行した場合には背後地

への浸水被害が発生するおそれがあることから、推進費を活用して緊急的

に離岸堤工を実施し、地域住民の安全・安心を確保する。

国土交通省

静岡県静岡市清水区蒲原地先

600,000

海岸保全施設整備事業（富士海岸蒲原工区）

シズオカ シミズ カンバラ

600,000

波浪により被害を受けた箇所に対し、再度災害防止として離岸堤工を
実施する。

フジ カンバラ

【断面図】

【平面図】

【写真①】 【写真②】

静岡県

令和８年６月（AM）撮影（被害状況）

【位置図】 （A-A’断面）

富士海岸

施行箇所

山梨県

神奈川県長野県

愛知県

岐阜県

出典：国土地理院ウェブサイト（地理院地図を加工して作成）

凡 例

推進費施行箇所赤

浸水想定範囲（398ha）
浸水想定床面積（743,636m2）

令和８年４月（AM）撮影（被災前状況）



事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費 国 費（千円） （千円）

内 容

法覆護岸工

根固め工

現況河床

護岸基礎工

▽計画河床高

推進費施行区間 L＝200m
法覆護岸工 L＝200m
護岸基礎工 L＝200m
根固め工 L＝200m
仮設工 一式

駒ヶ根市

宮田村

出典：国土地理院ウェブサイト（地理院地図を加工して作成）

工業団地等

（8） 防災・減災対策等強化事業推進費（事前防災対策）

天竜川水系太田切川では、「天竜川水系河川整備計画」に基づき、洪水

氾濫等の対策として護岸工等の事業を実施している。

今年度に入り関係者との合意形成が図られたことから、推進費を活用して

護岸工等を実施することで、地域の安全・安心を早期に確保する。

国土交通省

長野県駒ヶ根市下平地先

172,500

河川改修事業（天竜川水系太田切川）

コマガネ シモダイラ

172,500

テンリュウガワ オオタギリガワ

護岸工等を実施し、洪水による浸水リスクを低減させる。

（A-A’断面）【断面図】

【平面図】

【写真①】

長野県

富山県

岐阜県

愛知県

新潟県

群馬県

山梨県

静岡県

埼玉県

【位置図】

施行箇所

天竜川

太田切川

凡 例

推進費施行箇所赤

浸水想定範囲（約165ha）
浸水想定戸数（98戸）

写真①

令和8年4月撮影

水衝部が未対策であり根固めが必要

令和８年４月撮影（施行箇所状況）

太田切川

令和８年４月撮影（施行箇所状況）

太田切川

【写真②】

A

A’


